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決
意
も
新
た
に
新
成
人

８
月　

日
（
月
）
に
、
湯
沢
町
公

１４

民
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和　

年
年
度
に
生
ま
れ

６１

た
対
象
者
１
１
６
人
の
内
、　

人
の

８７

新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

成
人
式
が
旧
友
た
ち
と
再
開
す

る
機
会
に
な
る
方
も
多
く
、参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

友
人
や
中
学
校
時
代
の
恩
師
と
話

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
は
新
成
人
を
代
表

し
て
角
谷
一
徳
さ
ん
が
、「
こ
の
湯

沢
町
の
素
晴
ら
し
い
大
自
然
や
、
こ

こ
で
出
会
っ
た
友
人
達
を
想
い
、
忘

れ
ず
に
し
っ
か
り
胸
に
刻
み
込
ん
で
、

立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
一
歩

一
歩
歩
み
続
け
て
い
き
ま
す
。」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
式
典
の
後
、記
念
事
業
と

し
て
新
成
人
全
員
に
よ
り
街
頭
で

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

故
郷
の
湯
沢
町
を
も
っ
と
元
気
に
し

た
い
、そ
し
て
町
外
に
出
て
い
る
み
ん

な
が
い
つ
で
も
戻
れ
る
町
に
し
た
い

と
い
う
願
い
を
込
め
、
新
成
人
で
発

案
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
町
内
の

方
を
は
じ
め
観
光
で
訪
れ
た
お
客

様
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
募
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
お
い
た
だ
い
た
募

金
は
「
こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭
」

な
ど
町
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
事

業
に
す
べ
て
寄
付
す
る
と
と
も
に
新

成
人
も
協
力
参
加
す
る
予
定
で
す
。
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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
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平成１８年９月１０日

湯沢町公民館で行われた平成１８年度の成人式。湯沢町の内外から８７人の新成人が参加しました。

街
頭
で
募
金
活
動
を
行
う
新
成
人
た
ち



７
月
の
日
照
不
足
と
長
雨
か
ら
、

一
転
し
て
と
て
も
暑
い
８
月
で
し
た

が
、
町
民
皆
様
に
は
お
元
気
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
８
月

は
町
内
行
事
等
に
参
加
す
る
機
会

が
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
気
に
な
る

の
は
や
は
り
、
湯
沢
町
へ
の
観
光
客

の
入
り
込
み
状
況
で
す
。
幸
い
、
天

気
に
恵
ま
れ
た
た
め
に
大
勢
の
皆

様
が
魚
野
川
や
プ
ー
ル
、
釣
堀
等
で

楽
し
ん
で
い
る
姿
が
目
に
入
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
町
内
の
状
況
を

見
た
り
、
実
際
に
訪
ね
た
り
、
そ
し

て
皆
様
方
と
の
話
の
中
か
ら
、
現
状

と
こ
れ
か
ら
の
方
向
を
、
一
生
懸
命

に
模
索
し
た
夏
で
し
た
。

例
え
ば
最
近
で
は
越
後
湯
沢
駅

西
口
の「
い
な
も
と
」
さ
ん
前
に
、
中

魚
沼
、
南
魚
沼
地
域
の
皆
さ
ん
が

「
魚
沼
の
ム
ラ
」
を
立
上
げ
、
従
来
か

ら
の
資
料
館
横
と
越
後
湯
沢
駅
東

口
の
朝
市
と
共
に
、
湯
沢
温
泉
の
名

物
と
し
て
の
盛
況
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。一
方
、
今
年
か
ら
立
ち
上

げ
た
町
内
有
志
に
よ
る
芝
原
の
モ
ー

タ
ー
ラ
ン
ド
は
大
変
活
況
を
呈
し
て

お
り
、町
内
だ
け
で
は
な
く
県
内
外

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
親
と
子
供
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
も
、
今
後
益
々
の
発
展

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。実
際
に
訪

ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
近
年
は
芝

原
峠
の
通
行
が
少
な
く
な
っ
た
た
め

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
モ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
の
上
に
あ
る
史

跡
の
荒
戸
城
址
に
初
め
て
立
ち
寄
っ

て
来
ま
し
た
。
子
供
の
頃
祖
母
か
ら

聞
い
た
、「
戊
辰
戦
争
時
に
長
岡
藩

一
の
槍
の
使
い
手
が
い
た
話
」が
思
い

出
さ
れ
、
歴
史
的
な
施
設
の
少
な
い

中
で
大
切
な
史
跡
で
あ
る
と
認
識

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
大
峰
山
の

山
頂
展
望
台
か
ら
の
、
弥
彦
山
や

三
国
山
脈
の
山
並
み
の
素
晴
ら
し

さ
に
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た

世
界
一
の
長
さ
を
誇
る
ゴ
ン
ド
ラ
の

「
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ラ
」に
も
、弟
や
孫
を
連

れ
て
２
回
行
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
機
会
が
あ
る
ご
と
に
出

会
う
人
達
に
、ま
ず
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
て
お
り
ま
す
。
先
月
も

書
き
ま
し
た
が
、
松
尾
芭
蕉
の
「
よ

く
見
れ
ば 
な
ず
な
花
咲
く 
垣
根

か
な
」を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
先
日
来
の
、
神
立
に
あ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
ゆ
の
さ
と

園
」で
の
Ｏ
‐
１
５
７
の
発
生
は
、体

力
的
に
弱
い
方
々
の
利
用
施
設
で

あ
り
心
配
し
て
お
り
ま
す
が
、
徹

底
し
た
衛
生
対
策
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
再
発
の
無
い
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
社
会
的
な

頃
向
と
し
て
、考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
残
忍
な
事
件
が
多
発
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
「
気
づ

く
」
と
い
う
町
民
皆
様
の
お
力
に
よ

り
、
無
く
し
て
行
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
福
岡
市
で
は
市
職
員
に
よ

る
飲
酒
運
転
事
故
に
よ
り
、
３
名

の
幼
子
の
痛
ま
し
い
犠
牲
が
報
道

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
職
員
は
当

然
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
の
無
い
町
に
し
た
い
の
で
、
町
民

皆
様
か
ら
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

曰
程
表
の
よ
う
に
、私
も
外
に
出

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

時
々
に
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
お
話
を
い

た
だ
い
た
り
、お
便
り
を
い
た
だ
い
た

り
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
長
室

を
訪
ね
て
い
た
だ
く
皆
様
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
身
近
な
情
報
で
も
壮

大
な
構
想
で
も
結
構
で
す
か
ら
、湯

沢
町
の
た
め
に
ご
意
見
を
お
寄
せ

下
さ
い
。そ
し
て
、呼
ん
で
下
さ
い
。

人
が
仕
事
を
成
就
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
、
そ
れ
は
熱
意
で

あ
り
、
誠
意
で
あ
り
、
創
意
で
あ
る

と
い
い
ま
す
。
９
月
末
か
ら
、
越
後

湯
沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
米
フ
ェ
ア
ー

が
温
泉
旅
館
組
合
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
生

産
農
家
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
熱
意
と
誠
意
と
創

意
の
も
と
、
大
盛
会
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
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１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１１
　

日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７
　

日
１９
　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２５

　

日
２６
　

日
２８
　

日
２９

　

日
３０

　

日
３１

国
道
２
５
３
号
「
八
筒
峠
道
路
」
起
工
式
（
南
魚
沼
市
）
／
湯
沢
高
校

閉
校
記
念
事
業
準
備
委
員
会

魚
沼
地
域
医
療
高
度
化
懇
談
会
（
新
潟
市
）
／
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
出
場
選
手
激
励
会

課
長
会
議
／
３
５
３
号
線
十
二
峠
新
ト
ン
ネ
ル
開
削
期
成
同
盟
会
監
査

北
陸
地
方
整
備
局
河
川
部
長
来
庁
／
湯
沢
温
泉
事
業
有
限
会
社
取
締

役
会

魚
沼
の
ム
ラ
開
村
式

第　

回
新
潟
県
消
防
大
会
（
長
岡
市
）

５７
企
業
運
営
委
員
会
／
一
般
国
道
３
５
３
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
（
東

京
都
）

魚
の
つ
か
み
ど
り
主
催
者
挨
拶

南
魚
沼
地
域
土
木
振
興
協
議
会
総
会

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
打
合
せ
（
東
京
都
）

湯
沢
町
成
人
式

湯
沢
温
泉
夏
ま
つ
り
本
部
開
き

湯
沢
温
泉
夏
ま
つ
り

北
陸
地
方
整
備
局
長
来
庁

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
夏
祭
り

各
課
打
合
せ

各
課
打
合
せ
／
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

各
課
打
合
せ
／
南
魚
沼
地
区
福
祉
大
会

各
課
打
合
せ
／
湯
沢
砂
防
振
興
協
議
会
北
陸
地
方
整
備
局
要
望
会

臨
時
議
会
／
国
道　

号
線
新
三
国
ト
ン
ネ
ル
開
削
促
進
期
成
同
盟
会

１７

総
会

中
部
獣
医
師
連
合
会
大
会

各
課
打
合
せ
／
中
小
規
模
水
道
モ
デ
ル
事
業
会
議

第
１
回
新
潟
県
住
生
活
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
／
慰
霊
祭
（
瑞

祥
庵
）

各
課
打
合
せ
／
人
権
政
策
確
立
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁
／
東
京
電
力
懇

談
会

株
式
会
社
ガ
ー
ラ
湯
沢
取
締
役
会

８
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

８
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム
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水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
３

〜
下
水
道　

き
れ
い
な
未
来　

つ
く
る
道
〜

９
月

日
は「

９
月　

日
は「
下下
水
道
水
道
の
日
の
日
」」で
す
で
す

1０1０

　　　　湯沢町職員異動（平成１８年９月１日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
前所属新所属《課長級》
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前所属新所属《主任級》
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��������

���������	
�����������	
���� �� �

前所属新所属《一般職員》

��������� �� � �

○ 
清
潔
で
住
み
よ
い
環
境
の
ま
ち
に
な
り
ま
す

き
た
な
い
ド
ブ
や
ミ
ゾ
が

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
い
で
、

疫
病
の
心
配
が
な
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
町
並
み
も
美
し

く
、
快
適
で
安
心
し
た
暮
ら

し
が
で
き
ま
す
。

○ 
さ
わ
や
か
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ

レ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

お
年
寄
り
で
も
安
心
し
て
ト

イ
レ
を
使
う
こ
と
が
で
き
、

悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
な
り
ま
す
。

○ 
川
や
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

家
庭
や
事
業
所
か
ら
で
る

汚
れ
た
水
は
、
下
水
管
に
よ

り
終
末
処
理
場
に
集
め
ら
れ
、

き
れ
い
に
し
て
か
ら
川
や
海

に
流
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

魚
や
ほ
か
の
生
物
が
す
む
こ

と
が
で
き
る
清
流
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。

下
水
道
の
役
割
は

下
水
道
の
役
割
は
？？

「
下
水
道
の
日
」
と

「
下
水
道
の
日
」
と
はは

「
下
水
道
の
日
」は
、著
し
く
遅
れ

て
い
た
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及

を
目
指
し
、昭
和　

年
に「
全
国
下

３６

水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。

そ
し
て
近
代
下
水
道
の
基
で
あ

る
旧
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ
て
か

ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
平
成　

年
、

１３

環
境
問
題
へ
の
関
心
と
と
も
に
、

下
水
道
に
対
す
る
認
識
も
深
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
よ
り
親
し
み
の
あ

る
名
称
と
し
て「
下
水
道
の
日
」に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
機
会
に
、
身
近
な
下

水
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

湯
沢
町
の
下
水
道

湯
沢
町
の
下
水
道
はは

湯
沢
町
の
下
水
道
は
平
成
元
年

よ
り
供
用
を
開
始
し
、
平
成　

年
１７

度
末
現
在
で
は
、普
及
率　

・
５
％

８８

（
新
潟
県
内
第
２
位
）と
な
り
、湯
沢
、

神
立
、土
樽
、浅
貝
地
区
の
ほ
と
ん

ど
の
皆
さ
ん
が
、
下
水
道
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
中
で
、
下
水
道
を

利
用
可
能
と
な
っ
た
地
域
に
お
い

て
も
、
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な

い
割
合
が
高
い
地
区
も
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
水
環
境
と
き
れ
い
な
未
来

を
つ
く
る
た
め
に
も
、
速
や
か
な

下
水
道
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

貸
付
制
度
が
あ
り
ま

貸
付
制
度
が
あ
り
ま
すす

下
水
道
に
接
続
す
る
に
あ
た
り
、

排
水
設
備
工
事
に
対
し
て
は
、
工

事
資
金
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

下
水
道
処
理
区
域
内
で
排
水

設
備
の
設
置
工
事
を
す
る
方

【
貸
付
資
金
】

３
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て

決
定
さ
れ
た
額

【
貸
付
利
率
】

年
利
２
・
０
％

【
返
済
方
法
】

　

か
月
以
内
で
元
利
均
等

８４月
賦
に
よ
る
償
還
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産
業
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
０

9月 24 日（日）、「2006 越後湯沢秋桜ハーフマラソン」が中央公園陸上競技
場をメイン会場として開催されます。
大会の開催に伴い会場周辺等では交通規制が行われますので、ご協力くだ
さい。なお、原新田交差点付近では混雑が予想されるため、迂回路の利用をお
願いいたします。
また当日のボランティアスタッフも引き続き募集しておりますので、事務
局までお問い合わせください。

【問い合わせ】
　越後湯沢秋桜マラソン大会実行委員会事務局（産業観光課内）
　電話：７８４－４８５０　　ＦＡＸ：７８０－６０７２

ナ
カ
シ
ン
文
具
様 
〜 
楽
町
交
差
点

会
場
周
辺

� �

2006 越後湯2006 越後湯沢沢秋桜秋桜ハーフマラソンハーフマラソン

臨時の交通規制等にご協力をお願いしま臨時の交通規制等にご協力をお願いしますす

湯沢町観光立町推進事業支援補助金のご案湯沢町観光立町推進事業支援補助金のご案内内

町全体が活気づいて栄えていくことを通して、湯沢町が真に愛される観光地となることを目的とし
た誘客推進事業、および観光宣伝事業を実施する場合は、湯沢町観光立町宣言に基づいてそれを支援
します。補助対象は観光協会、商工会、町内会などです。観光客の誘致拡大や、「ありがとう湯沢」の
イメージ定着が期待できる事業を実施し、補助金の交付を希望する場合は、産業観光課までお問い合
わせください。なお一次募集の締め切りは、９月末です。

湯沢町コンベンション開催費補助金のご案湯沢町コンベンション開催費補助金のご案内内

国際的、全国的な大会や会議などの積極的な誘致を通じて湯沢町の知名度を向上させ、また交流を
通じた地域活力を創造するため、コンベンションなどの主催者が開催に要する経費に対しては、予算
の範囲内で補助を行います。補助の内容は、大会等の開催規模や参加人数等により異なります。詳しく
は産業観光課までお問い合わせください。
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住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３
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環境衛生センター　ごごみみ処処理理施施設設１１００月月かかららのの受受入入時時間間ののおお知知ららせせ

午前９時～正午まで／午後１時～６時まで（祝日は受入しません。）月～金曜日

午前９時～正午まで／午後１時～５時まで（祝日も受入します。）土曜日

午前９時～正午まで日曜日

●１０月１日から、曜日ごとの受入時間は次のとおりとなります。

※ １１月から、月～金曜日の受入時間は午後５時までとなります。
 １０月８日（日）は機器の点検のため、受入をしません。

午前９時～正午まで／午後１時～５時まで（祝日も受入します。）月～土曜日

●１０月１日から、第二・四土曜日に加え第一・三・五を含む全土曜日で受入を行います。

付属施設
　「金城の里」　休館日のお知らせ・・・電気の定期点検作業のため　９月２４日（日）　は休館します。

不燃ごみ処理施設（リサイクルセンター魚野不燃ごみ処理施設（リサイクルセンター魚野））

可燃ごみ処理施設（旧塩沢町島新田　可燃ごみ処理施設（旧塩沢町 島新田））

標高１,０００mの湯沢高原に、秋のたよりがやって来まし
た。涼風わたる高原には、コスモスが一面に咲いていま
す。秋風フェスタは、色とりどりの季節の花に囲まれたア
ルプの里が会場です。フェスタでは、縁日コーナーなど
テント市が開かれ、お楽しみの抽選会 （２３日・２４日 午
前１１時３０分～） もあります。どうぞ爽やかな秋のひと
時をお過ごしください。

アルアルププの里 秋風フェスの里 秋風フェスタタ
９月１６日（土）～１９月１６日（土）～１８８日（祝）・２３日（祝）・２４日（日日（祝）・２３日（祝）・２４日（日））

　フェスタ期間中は、ショップやレストランでうれしいサービスがいっぱいです！

●SHOPエーデルワイス ・・・・・・・・・・・・ ５,０００円以上お買い上げのお客様にオリジナルグッズをプレゼント

●ガレバハウス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ お食事をされたお客様にウーロン茶をサービス。また地ビール、地酒をご注文さ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ れたお客様には、おつまみをサービス

●レストラン アルピナ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ お食事をされたお客様にミニアイスのデザートをサービス

●ティーラウンジ サントピア ・・・・・・・・・・ お食事をされたお客様にソフトドリンクをサービス

湯沢高原 ミニ演奏会の風景から 湯沢高原　ミニ演奏会の風景から 大
東
文
化
大
学
ジ
ャ
ズ
研
究
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
演
奏
会

８月２４日（木）湯沢高原アルプの里で、大東文化大
学ジャズ研究会OFF．COLLAR．BANDの演奏会が開
催されました。さわやかな高原の空気の中で、ジャズ楽器
の音色が流れ、来場されたお客様も足を止めてジャズ演
奏を堪能していました。
大東文化大学の皆さんは音楽合宿で苗場のホテルを
訪れていたもので、今回のミニ演奏会に積極的に参加い
ただき、日ごろの練習の成果を披露されました。
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（6）広報ゆざわ　H１８．９．１０

空路はるばる到着したマグナでは、ソルトレイク郡長さんと滞在中お世話になるホストファミリーが暖かく迎えてくれま
した。そしてウェルカムパーティーで、ホストファミリーのみなさんと食事をしました。たくさんのメニューがある中で、日本から
来た生徒たちのために白いご飯も用意されていました。ホストファミリーに会うまで緊張していた生徒も、食事を通してコ
ミュニケーションを取ることで、リラックスして笑顔で話すことができたようです。

７月２８日（金） ウェルカム（歓迎）パーティー

休日をホストファミリーと共に過ごして迎えた月曜日は、バスと電車を乗り継いでユタ州の首都ソルトレイ
クシティに市内見学に出かけました。バスの中では休日何をして過ごしたかを、マグナの生徒も交えて和気あ
いあいと話していました。市内ではマグナの生徒がリーダーとなって、湯沢の生徒たちを寺院や博物館へ案内
してくれました。

７月３１日（月） ソルトレイクシティ市内見学へ

中学生海外派遣事業でアメリカへ行ってきました　

マグナで養ってきたチャレンジする強い心 マグナで養ってきたチャレンジする強い心  （前編）（前編）
７月２８日から８月９日までの１３日間、湯沢中学校の生徒１０人と引率の２人の合計１２人が、中学生海外
派遣事業により、アメリカ合衆国マグナにホームステイに行ってきました。
本格的に親元を離れ、遠く外国の家で生活してきた中学生たちが一番身に付けたのは、これからの人生で
新しいことにどんどんチャレンジしていこうとする強い心のようでした。ホストファミリーの皆さんの暖か
いホスピタリティーに触れ、たくさんの思い出とともに帰ってきた生徒たちの現地での様子を、二回にわ
たってご紹介します。
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暑いマグナに雨が降り、涼しくなったこの日は、アメリカ開拓時代の生活の様子を再現している公園を訪れ
ました。当時の学校での授業を実際に体験したり、糸をつむぐ仕事を再現しているお宅で、少年のバイオリン演
奏を聴いたりしました。開拓の歴史に触れることで、生徒たちはマグナでの生活や、学校の授業への理解が深
まったようです。

８月１日（火） 開拓史公園へ

� �������������������������������������������������������������������������������������������

シートベルトやチャイルドシートは、万一の交通事故のとき、あ
なたや幼児の身を守る大切な命綱です。
また交通事故の衝撃は、運転席も後部座席も全く同じです。後部
座席は前方の状況が分からず、無防備な状態でエアバックもほと
んどありません。後部座席の人もシートベルトを着用し、車外放出
から身を守りましょう。

●後部座席の人もシートベルトを着用しましょう

最近は身体障害者の方だけではなく、歩行に不安を感じる高齢者
の方の移動手段としても「電動車いす」が普及しています。でもこれ
は身体障害者用の車いすに含まれ、歩行者とみなされる乗り物です。
歩行者ですから歩道のある場所では歩道を通行し、歩道のない場所
では道路の右側を通行することになります。
電動車いすを利用するときは、急に車道に出て車と接触すること
がないよう進路変更には特に注意し、安全を十分確認しましょう。

○ドライバーの注意点
電動車いすは着座状態なので、死角に入って見落としやすく、急に車道に出てくることもあります。また

最高速度が時速６キロであるため、機敏な動きができません。ドライバーは電動車いすの側方を通過する
場合は、速度を落として安全な間隔を保つなど「歩行者保護」を心がけた運転をしましょう。

の交通安全キャンペーの交通安全キャンペーンン９９月月

●電動車いすの正しい利用方法

■９月２１日（木）から９月３０日（土）までの１０日間

■９月１日（金）から９月３０日（土）までの１か月間

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋のののののののののののののの全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全運運運運運運運運運運運運運運秋の全国交通安全運動動動動動動動動動動動動動動動

シシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトベベベベベベベベベベベベベベルルルルルルルルルルルルルルトトトトトトトトトトトトトト着着着着着着着着着着着着着着用用用用用用用用用用用用用用強強強強強強強強強強強強強強調調調調調調調調調調調調調調月月月月月月月月月月月月月月シートベルト着用強調月間間間間間間間間間間間間間間間

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
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８
４
・
３
４
５
３



 

 

 

 

（8）広報ゆざわ　H１８．９．１０

献血にご協力をお願いします献血にご協力をお願いします！！
皆さんが病気や事故にあわれたとき、その治療に使われる輸血の血液

は、すべて善意の献血で得られた血液でまかなわれています。長期保存
のできない血液を、一年を通じて安定供給するためには、皆さんのご理
解とご協力が不可欠です。
湯沢町では次の日時に献血バスが来町し、献血を行います。町民の皆
さんのご協力をお願いします。

平成１８年９月２０日（水）
　午前１０時～１２時 ・・・・・・ 東日本高速道路（株） 湯沢管理事務所前（湯沢インターチェンジ）
　午後１時３０分～３時３０分 ・・ 越後湯沢駅西口広場

※ 献血の際、本人確認をするため身分を証明できるものをお持ちください。
※ 献血前に薬などを飲んだ場合、献血できないことがありますのでご注意ください。

福
祉
保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

� �������������������������������������������������������������������������������������������

●私たちの未来の暮らしのために、すべての事業所を対象に調査します
「事業所・企業統計調査」は、日本のすべての事業所や企業の状態を明らかにするため、事業の内容など基本的
な項目を調査します。調査は５年ごと（調査から３年目に当たる年は、簡易な方法による調査を行います。）に行
われ、調査結果は日本経済や、身近な施策の基礎資料として活用されます。

●９月下旬から調査員がお伺いします
調査は平成１８年１０月１日現在のことをお聞きします。９月下旬から、県知事発行の調査員証を持った調査員
が、皆さんの事業所に調査票を持ってお伺いします。一枚の用紙に必要事項を記入するだけで、短時間で終わり
ます。１０月１日以降、調査員が回収に伺います。記入した調査票をお渡しくださるよう、ご協力をお願いします。

●統計法により、統計を作る目的以外に調査票を使用することは固く禁じられています
法律により、調査に従事する人には守秘義務が課せられ、また集計が完了した調査票は溶解処分されます。

　【問い合わせ】　総務課　情報統計係　℡７８４－３４５１

　ご協力をお願いします

１０月１日（日）は 平成１８年  事業所・企業統計調査  です
総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
１
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きのこを使ったアイデア料理を募集します。

にいがた きのこ料理コンクール 出展作品募集 にいがた　きのこ料理コンクール　出展作品募集 
 応募資応募資格格  ・きのこを使った新しい料理方法を実践している個人およびグループなど
 募集作募集作品品  ・県内産きのこを使ったおいしくて、栄養バランスの良いアイデア料理
 ・簡単で短時間でできる料理、県内産きのこの新しい食べ方の提案など
 ・分量および経費は４人分で２,０００円以内
 募集方募集方法法  ・所定の応募用紙を、完成品の写真を添付して郵送してください。
 応募締応募締切切  ・９月２２日（金）　必着
 審査方審査方法法  ・専門家による書類審査で、まず８作品を選考します。
 ・その後、書類選考された８作品の応募者により実演審査会
 ・を行います。
 ・実演審査会出場者の会場までの旅費は、自己負担となります。

�応募用紙の送付先は次のとおりです。また応募用紙のお取り寄せ方法など詳
細についても、こちらまでお問い合わせください。
〒９５０－１１９３ 新潟市山田２３１０番地１５　
 ＪＡ全農にいがた園芸部青果販売課
新潟県きのこ消費拡大推進協議会事務局　℡０２５－２３２－１５８０
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下記の要項により、入居者を募集します。

【入居資格】 ①現に同居し、または同居しようとする親族
 　がある人
 ②湯沢町に住所または勤務先がある人
 ③年間収入額が町で定める基準に該当する人
 ④現に住宅に困窮している人
【家賃】 収入額により決定します。
【提出書類】 町営住宅入居申込書（建設課に備付）・住民票・
 所得証明書・その他必要な書類
【申込受付】 ９月１１日（月）～９月２６日（火）
 （ただし土日祝日は除く）
 受付時間は、午前８時３０分～午後５時までです。
 受付場所は、建設課管財係です。
【選考方法】 入居資格審査後に選考審査を行い、必要に
 応じて抽選会を行います。

※入居決定のあった日から１０日以内に、次の手続きが必要で
す。手続きができない場合、入居決定を取り消されることが
あります。

 ① 町長が適当と認める連帯保証人の連署する請書を
 　 提出すること。

 ② 納付期限までに敷金を納付すること。

【問い合わせ】　建設課管財係℡７８４－４８５２

町営東山住宅住 宅 名

湯沢町大字神立４１２４番地９所 在 地

１戸（世帯用）募集戸数

昭和６０年築
高床式ＲＣ３階（２階部）
床面積６４�
和室６畳、６畳、４.５畳、
ＤＫ７.５畳、トイレ、浴室、
サンルーム、バルコニー
地下（ピロティー）、物置

規 格 等

６０,０００円敷 金

１９,８００円～３２,８００円家賃月額

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
町営東山住宅入居者募集のご案町営東山住宅入居者募集のご案内内

入居者を募集する住宅の表示

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
２

� �������������������������������������������������������������������������������������������

忘れないで。免許とヘルメット、そして「自賠責」。

交通事故は死者数が年々減少していますが、発生件数は平成１７年末で、６年
連続で９０万件を超え、負傷者数は７年連続で１００万人を超えるなど、日本に
住む人の１００人に１人が交通事故にあっている状況です。交通事故は決して他
人事ではなく、誰もが当事者になる可能性があります。
自賠責制度は、交通事故におけるすべての加害者の賠償責任を担保する一方、すべての被害者の基本的な賠
償するを保障する制度です。そして自賠責保険・共済は、原動機付自転車を含むすべての自動車の保有者に、自
動車１台ごとに加入が義務付けられています。
また自賠責に加入していないバイクや車を運転すると、処罰の対象になります。さらに、人身事故を起こせ
ば損害は、全額自己負担になります。

万一の交通事故でも
私たちを必ず守ってくれる。 それが 自賠責制自賠責制度度

２５０�以下のバイク（原付・軽二輪）は、特にかけ忘れと有効期限切れにご注意ください

２５０�以下のバイク（原付・軽二輪）は車検制度がないため、
かけ忘れと有効期限切れに注意が必要です。有効期限が切れて
いないか、ナンバーに貼られている青いステッカーを確認して
ください。
左のステッカーの場合は、平成２３年９月が期限です。
なお自賠責制度のくわしい内容は ������������	
�	���でご覧
になれます。

年

月



今
回
は「
施
設
検
診
」の

　
　
　
　

ご
案
内
で
す

９
月
か
ら　

月
ま
で
の
間
、
合

１２

同
検
診
の
未
受
診
者
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
施
設
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

施
設
検
診
は
、
合
同
検
診
と
違

い
す
べ
て
の
方
が
有
料
と
な
り
、

負
担
金
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
都
合
の
つ
く
か
ぎ
り
、
９
月　
１１

日
か
ら　

日
に
実
施
し
て
い
る
合

１４

同
検
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
施
設
検
診
は
予
約
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。な
お
、1
日
あ
た
り
の
予
約

人
数
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
約
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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健康ほっと健康ほっと情情報報
保健センター
℡７８４－３１４９
地域包括支援センター
℡７８４－３０００

第２８第２８号号

受診者負担金

対象年齢検診の種類
合同検診

施設検診
（全年齢有料）

無料５００円６５歳以上結核検診

１,４００円２,３００円
１９歳以上基本健康診査 ７０歳以上

無料
７０歳以上
１,９００円

８００円２,０００円４０歳以上胃がん検診

５００円５００円４０歳以上大腸がん検診

２００円５００円４０～６４歳胸部レントゲン
肺がん検診

６００円６００円５０歳以上で
タバコを吸う方 喀痰細胞診 

かくたんさいぼうしん

５００円５００円４０～７４歳肝炎ウイルス検診

２,１００円２,１００円５０歳以上の男性前立腺がん検診

【実施場所】 湯沢町健康増進施設（湯沢町保健医療センターとなり）
【実施日程】 ９月２６日（火）～１２月１９日（火）までの毎週火曜日と木曜日（祝日は除きます）
【受付時間】 午前８時１５分～８時３０分まで（検診はおおむね１時間程度かかります。）
【問い合わせ】 保健センター７８４－３１４９

施
設
検
診

負
担
金
な
ど
の
ご
案
内
で

施
設
検
診　

負
担
金
な
ど
の
ご
案
内
で
すす

【講演内容】 「高齢者虐待を防ぐ地域のネットワークづくり」
 ～高齢者の生活を守るためにそれぞれができること～
【講師】 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科
 教授　高崎　絹子　氏（日本高齢者虐待防止学会理事長）
【日時】 平成１８年９月２２日（金）　午後２時～４時まで
【場所】 湯沢町公民館
※入場は無料です。参加をご希望する方は９月１５日（金）までに、
　湯沢町地域包括支援センター（℡７８４－３０００）へお申込みください。
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 高齢者虐待防止講演会のお知ら高齢者虐待防止講演会のお知らせせ 
地域全体で高齢者虐待を防ぎ、高齢者、養護者、地域住民がのぞむ人間らし
い生活が送れることを目指して講演会を開催します。
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８月の建設工事等入札結果（落札額２５０万円以上）

請負業者契約金額（円）工事名等番号

㈱新潟測量調査設計事務所１６,２７５,０００地方道路交付金事業測量・設計業務委託建委第４号

　　　　　　　　　　「キレない子に育てるために」
　　　　　　　　　　　　　　　～乳幼児期からのかかわり方～
　　　　　　　　　講師：家庭教育カウンセラー　内田　玲子　氏

今年の育児講演会は、全国各地で講演されている家庭教育カウンセラー
の内田玲子氏を講師に迎えます。理論ではなく、実践をもって子ども、青少
年の心の問題にぶつかり、特に「いじめ」に関する図書で注目を集めていま
す。この機会にぜひご参加いただき、実体験に基づいた講演を直にお聞き
ください。

【日時】 ９月２８日（木）午前１０時～１１時４５分
【場所】 湯沢町公民館（託児受付は１階和室です）
【対象】 ０歳～小中学生の子どもをもつ親、家族
【託児】 ・湯沢町母子保健推進員が担当します。
 ・子ども１人につき、２００円を当日の受付にて徴収します。
 ・必要なものはご持参ください。
【申込み】 ９月１５日（金）まで湯沢町公民館（℡７８４－２４６０）、
 または子育て支援センター（℡７８０－６１６３）までお申込みください。

育児講育児講
演演

　出前元気講座「健康浅貝 21」のご案出前元気講座「健康浅貝 21」のご案内内

　南魚沼保健所と湯沢町では、浅貝地区において出前元気講座「健康浅貝 21」を次のとおり開催します。
心も体も元気なまちづくりを目指して、健康づくり活動に一緒に取り組んでみませんか？

【プログラム】
１回目： ９月２９日（金）  ・・・・ 浅貝地区の健康状態は？
 午後１時３０分～  ・ 血液さらさら度チェック（動脈硬化検査など）

２回目： １０月４日（水）  ・・・・ 運動体験「運動の楽しさと効果について」
 午後１時３０分～

３回目： １０月１０日（火）  ・・・・ 健康講話「メタボリックシンドロームと生活
 午後１時３０分～  ・ 習慣病」・苗場の食、お酒を楽しもう！

４回目： １０月１７日（火）  ・・・・ お楽しみメニュー
 午後１時３０分～

【会場】 ４回とも浅貝公民館

【参加費】 無料（血液さらさら度チェックのみ９００円自己負担）
 参加を希望される方は、講座当日の午前までに南魚沼保健所
 または湯沢町保健センターまでお申込みください。

【申込み・問い合わせ】 南魚沼保健所地域保健課 ℡７７２－８１３７
  湯沢町保健センター ℡７８４－３１４９



湯
沢
消
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か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
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お
知
ら
せ
（
第

回

お
知
ら
せ　
（
第　

回
））

１０１０

消
防
団
の
は
な
し

消防団員の数は全国的に減少傾向で　消防団員の数は全国的に減少傾向ですす　

平成１７年平成元年

対人口比団員数対人口比団員数

４.７％４１１人４.７％４４４人湯沢町

３.９％２,４５６人４.２％２,７２４人南魚沼市

０.７％９０８,０４３人０.８％１,００２,３７１人全国

�

※
湯
沢
町
で
は
、
消
防
団
員
の

人
口
に
対
す
る
割
合
の
減
少

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
団
員
数

は
や
は
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

消防団員の仕事は次のとおりで　消防団員の仕事は次のとおりですす　

● 火災の鎮圧に関する業務
● 火災の予防および警戒に関する業務
● 救助に関する業務
● 地震、風水害などの災害の予防、警戒、防除等に関する業務
● 武力攻撃事態等における、国民の保護のための措置に関する業務
● 地域住民等に対する協力、支援および啓発に関する業務
● 消防団の庶務の処理等の業務

「自分たちのまちは自分たちで守る」の精神で活動していま　「自分たちのまちは自分たちで守る」の精神で活動していますす　

このように消防団は、本業を持ちながらも「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神で消防署と協力
し、災害を未然に防ぐ努力をしています。また災害が起こったときには、いち早く「国民の生命、身体および
財産」を守るための活動を行います。
ところで近年、消防団員の数が年々減少する中で、逆に女性団員の数は年々増加しています。全国で見れば

平成１７年には、１３,８６４人の女性消防団員が、一人暮らしの高齢者宅への防火訪問や応急手当の普及指導など、
女性ならではの優しさと細やかな配慮を活かして活躍しています。湯沢町でも３人の女性団員がいますが、今
後も女性団員の活躍が期待されます。

本日消防演習を行います！ぜひ応援してくださ　本日消防演習を行います！ぜひ応援してくださいい　

本日９月１０日、湯沢町消防団の秋季消防演習が行われます。湯沢小学校では、午前
中に練習し午後から演習を行います。また湯沢町公民館では、午後３時５０分から放
水訓練を行います。地域のため、日夜活躍している消防団員をぜひ応援してください。
なお演習によるサイレンが、次のとおり吹鳴されますのでご注意ください。
 ●午前８時（ロープウェー事業所のサイレンを除く全地区）
 ●午後３時５０分ころ（湯沢町公民館のサイレンのみ）

消
防
演
習
で

サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
ま
す
！

消
防
団
員
は
、
全
国
で
約　

万
90

人
い
ま
す
。
新
潟
県
で
は
4
万
人

の
方
が
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
中
越
地
震
を
は
じ
め

福
岡
県
や
宮
城
県
で
あ
っ
た
地
震

や
風
水
害
な
ど
、
広
範
囲
で
大
き

な
災
害
が
起
こ
る
と
、
常
備
消
防

だ
け
で
は
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
域
の
消
防
団
や
水
防

団
な
ど
の
即
時
対
応
に
優
れ
た
防

災
組
織
の
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
総
務
省
消
防
庁
で
は
、

広
域
に
被
害
を
及
ぼ
す
災
害
に
対

し
て
地
元
の
消
防
団
が
果
た
す
重

要
性
を
再
認
識
し
、
団
員
の
確
保

に
取
り
組
み
だ
し
ま
し
た
。
今
や

地
域
の
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に

は
、
消
防
団
は
不
可
欠
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
地
方
人
口
の
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、

産
業
・
就
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、

全
国
的
に
見
て
消
防
団
員
は
減
少

一
途
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
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もっと花を楽しんでみませんか？

講師内容など募集講座日時

花遊びスタッフ

世界中から集められた６０種、１００万本のコ
スモスが咲き競う華麗な花園です。入園料
を含みますが、パノラマリフト（７００円）と
昼食代は各自で精算となります。

黒黒姫姫高高原原ココススモモスス園園
参加料 ：１,５００円
定　員 ：２５人

９月２０日（水）
０８:３０～１７:００

花のまち湯沢 「花遊び講座」参加花のまち湯沢　「花遊び講座」参加者者募集のご案内募集のご案内！！

最近、自然の中で大きく息を吸ったことがありますか？

内容など募集講座日時

くるみ、どんぐりなど木の実のなる自然林に覆われた大源太
キャンプ場の中で、自分の手で採取するくるみのおいしさは
また一味違うはずです。ぜひファミリーで自然とのふれあい
を楽しんでみてください。（くるみは指定の袋で採取します。）

自自然然のの味味！！くくるるみみ狩狩りり
大人 ：３００円
子供（４歳以上） ：２００円
（申込不要です。直接現地へ）

０９月中旬～
１０月上旬

多種多様の生きものとの出会いと痕跡を求めて、大源太の森
の中を探索します。トレッキングの服装で。場合によっては、
ヤブの中も入ります。荒天時は中止です。（午前９時に決定）
●講師・・小出高校生物科　深沢 和基さん

大大源源太太のの生生ききもものののの
生生態態をを探探るる
参加料 ：５００円
定　員 ：２５人

９月２３日（土）
１３:３０～１６:００

まずは畑でさつまいもを収穫。この後炭焼き釜でいろいろな
ものを焼きます。汚れてもいい服装で。ピザは市販品、おにぎ
りは、もちろん新米の魚沼コシヒカリ。定員は３０名です。
●講師・・旭原福祉工場　中谷忠雄さん

炭炭焼焼きき釜釜でで、、焼焼ききいいもも＆＆
ピピザザ＆＆焼焼ききおおににぎぎりり
大人 ： １,５００円
子供（４歳以上） ： ８００円

１０月１日（日）
１０:００～１３:００

大源太キャニオン 「森遊び講座」参加大源太キャニオン　「森遊び講座」参加者者募集のご案内募集のご案内！！

※定員になり次第締め切ります。（広報掲載と行き違いで定員に達した場合はご容赦ください。）
【集合場所】 花のまち湯沢「花遊び講座」�湯沢カルチャーセンター
 大源太キャニオン「森遊び講座」�大源太キャニオンキャンプ場駐車場（管理棟周辺）
【問い合わせ】 （財）湯沢町都市施設公社（湯沢カルチャーセンター内）℡７８４－１５１１

（
財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
１
５
１
１

���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
共共同同浴浴場場 年年間間利利用用券券 出出張張販販売売ののごご案案内内

出張販売する日時と場所

山の湯午前９時～午後５時まで９月２５日（月）

駒子の湯午前９時～午後５時まで９月２６日（火）

街道の湯午前９時～正午まで９月２７日（水）

宿場の湯午後１時３０分～午後５時まで９月２７日（水）

岩の湯午前９時～午後５時まで９月２８日（木）

� �����������������������������������������������������������������������������������������

次の日程のとおり、各共同浴場で年間利用券の出張販売を行います。ご希望の方はご利用ください。

なお年間利用券の販売価格は  ●大人（中学生～６９歳まで） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０,０００円
 ●子ども（小学生）・シルバー（７０歳以上） ・・・ １０,０００円　となります。

※ 湯沢カルチャーセンターでは、年末年始を除き随時年間利用券の販売を取り扱っています。
 （受付時間は午前８時３０分～午後５時）



国
民
健
康
保
険
で
は
次
の
と
お

り
、国
保
加
入
世
帯
を
対
象
と
し

た「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」を
行
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
日
の
一
日
、気

持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に
心

が
け
て
、医
療
費
は
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

　

月
７
日（
土
）

１０午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

【
会
場
】

長
岡
市　

国
営
越
後
丘
陵
公
園

【
参
加
料
】

無
料（
参
加
賞
あ
り
）

【
定
員
】

２
０
０
名（
先
着
）

【
持
ち
物
】

昼
食
・
飲
み
物

【
締
め
切
り
】

９
月　

日（
金
）

２２

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会　

事
業
課　

保
健
事
業
係

（
新
潟
県
保
険
者
協
議
会
事
務
局
）

℡
０
２
５
・
２
８
５
・
３
０
３
３

新
潟
県
で
は
、
電
化
製
品
な
ど

に
組
み
込
ま
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成

と
、
就
職
を
支
援
す
る
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

代
半
ば
ま
で
の
未
就
職
者

３０
（
学
生
は
除
く
）

【
講
座
内
容
】

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

基
礎
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

【
講
座
期
間
】

平
成　

年　

月
６
日
〜

１８

１１

平
成　

年
３
月　

日（
予
定
）

１９

２０

【
受
講
料
】

無
料
（
資
格
受
験
料
と
テ
キ
ス

ト
代
は
実
費
負
担
）

【
選
考
方
法
】

・
一
次
：
書
類
選
考
、適
性
検
査

・
二
次
：
面
接

【
募
集
人
員
】

　

名
程
度

１５
【
応
募
期
限
】

９
月　

日（
月
）

２５

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

℡
０
１
２
０
・
８
７
０
・
７
０
７

多
重
債
務
、金
融
、不
動
産
、相

続
、医
療
、家
庭
問
題
な
ど
暮
ら
し

の
中
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
、教
育
、健
康
、園
芸
な
ど

の
悩
み
事
に
弁
護
士
等
の
専
門
家

が
お
答
え
し
ま
す
。相
談
内
容
は

暮
ら
し
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、何
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。な
お
秘
密
は
、

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
相
談
料
】

無
料
で
す
。

【
相
談
方
法
】

・
専
用
の
相
談
用
紙（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
裏
面
で
す
。）に
記
入

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
労
働
金
庫
の

本
・
支
店
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

・
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
５
１
‐
８
５
６
５

新
潟
市
寄
居
町
３
３
２
番
地
３
８

労
働
金
庫
本
店
内

�
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」係

℡
０
２
５
・
２
２
８
・
３
４
１
１

高
齢
者
、知
的
障
害
者
、精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者
の
方
の
相
続
、

遺
言
、
介
護
、
福
祉
、
成
年
後
見
申

立
及
び
介
護
保
険
な
ど
に
関
わ
る

問
題
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
及
び

社
会
福
祉
士
が
相
談
を
お
受
け
し
、

問
題
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。相
談
は
全
て
無
料
で
、秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】

９
月　

日
（
土
）

２３

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

【
会
場
】

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡　

２
階
和
室

（
長
岡
市
弓
町
１
‐
５
‐
１
）

℡
０
２
５
８
・
３
７
・
９
１
１
１

※
こ
れ
は
当
日
の
み
の
電
話
番
号

で
す
。

【
そ
の
他
】

面
談
に
よ
る
相
談
は
予
約
制
で

す
。（
電
話
相
談
は
予
約
不
要
。）

面
談
を
ご
希
望
の
方
は
、 
事
前

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

℡
０
２
５
・
２
２
８
・
１
７
２
７

新
潟
県
で
は
県
民
の
皆
さ
ま
か

ら
、
県
政
に
つ
い
て
の
建
設
的
な

ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ

い
た
だ
く
た
め
、
市
町
村
窓
口
や

県
地
域
振
興
局
な
ど
に
、
県
知
事

あ
て
の
専
用
は
が
き
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

湯
沢
町
で
は
役
場
庁
舎
１
階
、

住
民
課
窓
口
の
前
の
カ
ウ
ン
タ
ー

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
広
報
広
聴
課
広
聴
係

℡
０
２
５
・
２
８
５
・
５
５
１
１

内
線
２
１
１
７

（14）広報ゆざわ　H１８．９．１０

相
続
・
遺
言
・
介
護
・
福
祉

無
料
相
談
会

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
」
の

ご
案
内

「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
で

気
持
ち
の
良
い
汗
を
！

「
知
事
へ
の
た
よ
り
」
を

ご
存
知
で
す
か

「
Ｅ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
人
材

育
成
講
座
」
受
講
者
の
募
集



（15）

ど
う
し
た
ら
世
界
に
通
じ
る
人

材
が
育
つ
の
か
、
地
域
で
活
躍
す

る
方
々
と
泉
田
知
事
と
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
国
際

交
流
や
高
等
教
育
機
関
と
行
政
機

関
の
連
携
に
つ
い
て
議
論
し
、
今

後
の
県
政
に
活
か
し
ま
す
。

ご
来
場
の
方
々
と
の
意
見
交
換

の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
の
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】

世
界
に
通
じ
る
人
材
の
育
成

【
日
時
】

９
月　

日
（
木
）

２１

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

４０

４０

【
会
場
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
講
堂

【
定
員
】

１
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

企
画
振
興
部
地
域
振
興
課

℡
７
７
２
・
２
７
９
３

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
は
、

次
の
と
お
り
平
成　

年
度
訓
練
生

１９

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
名
】

○
高
等
学
校
卒
業
者
対
象
科

（
推
薦
選
考
・
一
般
選
考
を
実
施
）

・
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

N
C
機
械
科
、
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、

自
動
車
整
備
科

・
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

自
動
車
整
備
科
、メ
カ
ト
ロ
二
ク

ス
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ッ
フ
科

・
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

メ
カ
ト
ロ
二
ク
ス
科
、
工
業
デ

ザ
イ
ン
科
、

・
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

電
気
施
設
科

○
義
務
教
育
修
了
者
以
上
対
象
科

（
高
卒
予
定
者
は
推
薦
選
考
、

そ
の
他
は
一
般
選
考
を
実
施
）

・
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

生
産
シ
ス
テ
ム
科

・
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

建
築
科
、
左
官
科

【
受
付
期
間
】

・
推
薦
選
考

９
月　

日
（
金
）
〜　

日
（
金
）

１５

２９

・
一
般
選
考

　

月　

日
（
金
）
〜　

日
（
金
）

１０

１３

２７

【
選
考
日
】

・
推
薦
選
考

　

月
６
日
（
金
）

１０
・
一
般
選
考

　

月　

日
（
金
）

１１

１０

【
問
い
合
わ
せ
】

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

℡
０
２
５
・
７
９
４
・
２
４
１
０

「
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
」
免
許
試

験
の
受
験
資
格
取
得
講
習
で
あ
る

「
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
」
を
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

月
３
日（
火
）〜
５
日（
木
）

１０午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
三
日
間
と
も
時
間
は
同
じ
）

【
場
所
】

新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

（
新
潟
市
新
光
町
６
‐
４
）

な
お
三
日
目
は
ボ
イ
ラ
ー
実
習

の
た
め
、会
場
を
変
更
し
ま
す
。

【
定
員
】

　

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

５０
【
受
講
料
】

１
３，
１
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
み
ま
す
）

※
申
し
込
み
方
法
や
使
用
す
る
教

材
な
ど
、詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
社
）日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
０
１
０
０

秋
の
苗
場
山
で
高
山
植
物
を
観

察
し
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
の

基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

【
期
日
】

９
月　

日
（
土
）
〜

３０

　

月
１
日
（
日
）（
一
泊
二
日
）

１０
【
場
所
】

苗
場
山　

和
田
小
屋
付
近

【
募
集
人
員
】

　

人
２０

【
講
習
内
容
】

・
苗
場
山
の
高
山
植
物
に
つ
い
て

現
地
講
習

・
苗
場
山
の
秋
の
山
野
草
と
樹
木

を
観
察

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
（
自
然
観
察
と
安
全
に
つ
い
て
）

【
宿
泊
先
】

苗
場
山　

和
田
小
屋

一
泊
二
日
二
食
付

６，
５
０
０
円

二
日
目
弁
当　

７
０
０
円

※
宿
泊
費
等
は
参
加
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
の
自
然
に
親
し
む
会

代
表　

大
塚

℡
０
９
０
・
３
９
８
２
・
６
９
８
７

寄
付
に
つ
い
て
の
お
礼
と

後
援
会
々
報
の
訂
正

湯
沢
町
町
内
会
様
よ
り
、
昨
年

度
も
後
援
会
へ
多
額
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
金
は
ス

キ
ー
部
、野
球
部
を
始
め
、各
部
活

動
の
強
化
費
等
と
し
て
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
湯
沢
高
校
後
援
会
と
し
て

の
募
金
活
動
は
、
昨
年
度
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
が
、
湯
沢
町
町

内
会
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
長
年
に

わ
た
り
本
校
の
教
育
活
動
の
た
め

に
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お「
湯
沢
高
校
後
援
会
々
報
」

の
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
地
区
名

（
平
成　

年
度
）
の
欄
に
、「
西
中
」

１７

と「
上
中
」の
町
内
会
名
が
記
載
漏

れ
で
し
た
。
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。訂
正
し
、お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

知
事
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

参
加
募
集
の
ご
案
内

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

平
成　

年
度
訓
練
生
の
募
集

１９

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
開
催
の

ご
案
内

湯
沢
高
校
後
援
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

自
然
観
察
ガ
イ
ド
養
成
講
座
の

ご
案
内



【
日
時
】

１
回
目　

９
月　

日
（
日
）

２４

２
回
目　
　

月　

日
（
日
）

１１

２６

い
ず
れ
も

午
後
３
時　

分
か
ら
受
付

３０

午
後
４
時
〜
午
後
８
時

 
（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
付
）

【
会
場
】

１
回
目
：
：
：

ス
ポ
ー
リ
ア
湯
沢
（
湯
沢
町
）

２
回
目
：
：
：

ホ
テ
ル
坂
戸
城
（
南
魚
沼
市
）

【
対
象
】

未
婚
ま
た
は
離
婚
の
成
立
し
て

い
る
方
で
、

・
男
性
は　

歳
以
上　

歳
ま
で
の

２８

５０

南
魚
沼
地
域
在
住
者
ま
た
は
就

職
者

・
女
性
は　

歳
以
上　

歳
ま
で
の

２５

５０

国
内
在
住
者

【
参
加
費
】

２
回
と
も

・
男
性
：
：
５，
０
０
０
円

・
女
性
：
：
３，
０
０
０
円

（
軽
食
・
ワ
イ
ン
・
ア
ル
コ
ー
ル
類
）

【
募
集
人
数
】

２
回
と
も

・
男
性
：
：　

人
程
度

３０

（
２
回
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
の

選
択
で
、
多
い
場
合
は
抽
選
）

・
女
性
：
：　

人
程
度

２０

（
２
回
と
も
参
加
可
能
）

【
締
め
切
り
】

・
１
回
目
：
：
９
月　

日
（
金
）

１５

・
２
回
目
：
：　

月　

日
（
金
）

１１

１０

【
お
願
い
】

来
場
に
は
、
で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
】

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に

℡
７
７
８
・
１
５
０
０

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
趣
味
･
教
養

か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

通
信
講
座
で
す
の
で
、マ
イ
ペ
ー
ス

で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

【
講
座
】

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
書
道
、ペ
ン

字
、
水
彩
画
、
絵
手
紙
、
写
真
、

エ
ッ
セ
イ
、古
文
書
、漢
方
・
薬
膳
、

経
絡
・
ツ
ボ
健
康
法
、ハ
ン
グ
ル
、

中
国
語
、セ
ル
フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

医
療
事
務
、簿
記
な
ど

（
約
２
０
０
コ
ー
ス
）

【
受
講
期
間
】

３
か
月
〜
１
年

（
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

【
受
講
申
込
み
】

年
中
受
付

【
案
内
書
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

℡
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
０
６
８
・
８
８
１

便
利
な
情
報
が
満
載
で
す
。
湯

沢
町
の
書
店
で
お
取
り
扱
い
し
て

い
ま
す
。

【
価
格
】

一
冊　

４
３
０
円
（
税
込
み
）

【
表
紙
の
色
】

ワ
イ
ン
色
・
紺
色

【
サ
イ
ズ
】

縦
１
３
７�
・
横
８
１�

（
前
年
版
と
同
じ
）

【
予
約
お
よ
び
購
入
】

直
接
書
店
に
ご
予
約
の
う
え
、

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

９
月　

日
（
金
）
ま
で

１５

【
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
役
場　

総
務
課

℡
７
８
４
・
３
４
５
１
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※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�
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�
�

�
�
�
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�
�
�
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��
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�
か

ず

ま
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�
し

ほ
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�
�
み

う
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�
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今月の納税今月の納税等等

（第 ３ 期 ）
（ 第 ２ 期 ）
（ 第 ２ 期 ）

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 金
納期限は、１０月２日�です。
（口座振替日は、９月２８日�です。）
※納税相談は、収納課（℡７８４－３０５６）で受け
付けています。どうぞ、ご利用ください。

２
０
０
７
年
版
県
民
手
帳

予
約
受
付
中

シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集
の
ご
案
内

案
内
書
（
講
座
ガ
イ
ド
）
は
無
料
で
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
通
信

講
座
受
講
者
募
集
中


